
5日

瀬名i皮海岸のピーチクリーンと海と環境のお話し。

実施状況 |参加者は 9名。沖縄在住の 30代-50代男女。海の環境に関心がある方々と、

今回初めての方。海にあまり興味が無かった地元の方々にも関心を持ってもら

えました。天候は曇りのち雨。

実施しての|サンゴ礁ウィーク 2018の一環として、開催させていただき、とても貴重な経験

所感 |ができました。とりわけ、今回のイベントで、普段海には関心がない方たちに、

ビーチクリーンを体験し、海のお話しを聞いていただいたことが良かったです。

一人ずつでも海の現状を伝えていき、海の環境が良くなることを願っておりま

す。この海に近い場所で、お庖が出来るのは、このように、海の環境について

も伝える役目があると、実感しており、今回のイベントで、その役目を果たせ

ましたことを有り難く思っております。

メディアヘ IFMよみたん2月17日

塑高載

24. 

実施内容

実施状況

2018 

最後にみんなで食事をしながら会話を楽しみました。

親子参加大人7名子供 15名

一般参加者大人6名

専門家の先生2名

主催者2名の合計32名で実施しました。

専門家の先生が子供達に分かりやすくとの公演でしたが、大人にもとても勉

強になる話で大人の参加者もとても良かったとの声が多かったです。

子供達も公演会の質問に対して大きな声で答えてみたり、ゴミ拾いは飽きる

のが早かったのですが、シーグラスを拾うのと、それを使ってシーグラスア

ートを作るのはみんな仲良く楽しそうでした。

実施しての所感|私自身も専門家の先生から話を聞いてみて、よく海に遊びに行っているので

知っているつもりで知らない事が多いなと感じました。

今後も機会がありましたら参加していきたいと思います。

メディアへの掲|なし

載



25. グラスボートで行くわくわくお魚&サンゴ礁見学

実施状況

3日 3月4日

グラスボート

員と言葉のミュージアム見学

サンゴの学習会

10名 親子、地元住民、観光客

当日は天候が悪くグラスボートは一日延期した。

実施しての所感|当日の大雨でキャンセルが多く出た。

中南部からの参加予約者が多かった。

メディアへの掲|なし

載

26. イベント名:サンゴ礁week限定!rグラスボート お得に乗船ウィーク』

実施主体名 タイガービーチリゾートクフブ

開催日時 2018年 3月1日 -2018年 3月18日

実施内容 「グラスボートに乗ってサンゴ礁と、まわりに住むかわいい

お魚たちを観に行こう !!J

と題し、グラスボート船で海中のサンゴ礁を見に行く中で

サンゴの生態やお魚の生態についてクイズ形式の問題等取り入れ説明。

実施状況 参加者数 r184名J

客層 「観光客・週末地元民(親子)・カップル・シニア』

参加者の様子『大人やお子様の反応も良く、クイズ形式や参加型にしたのが

受け入れられやすいポイントだったと思います。J

実施しての 開催期間中は海況が悪〈、 18日間の期間中 8B聞が欠航でした。

所感 参加後のお客様反応や満足度は好評でした。

このようなイベントと繋げる事でより環境(サンゴ等)について

意識や認知度を広げられるとても良い機会だと思っております。

メディアへ

の掲載



く参加団体アンケート>

参加団体に対してアンケートを実施し、イベント開催にあたっての課題や必要な支援についてヒア

リングを行った。以下にその結果を示す。

1 イベシトの広報はどのような手段山周した手段を全て選沢してください。
~4 ，~ ;，ー-

1由自に作成したチラシ・ポス~ーの配布、設盤
Webページ(プログ含む)への情報掲載

SNSでの情報発信
SNSでの有料広告 I0似刷

新聞 雑誌の無料告知側または取材記事回・・
紙媒体での有料広告 I0(0判

知人・友人を直接誘った

ラジオでの告知
テレビでの告知

その{也

S【20.6%)

14(58.3¥ぬ1

15 (62 ， 5~刷-市 (79.2%)

日 1田%)

官2(田%)

10 15 20 

rSNSでの情報発信Jがもっとも多く、次いで rWebページへの情報掲載Iが多かったロ広報費の掛

からないオンラインでの広報活動や新聞・雑誌の無料告知欄を活用して広く情報発信に努めている

ことがわかった。また、回答した団体の半数以上が独自に広報資料を制作して広報を行っているこ

とがわかったロ一方で「知人・友人を直接誘ったJの票数も多く、上記の不特定多数に広報するだ

けではなく、確実に参加者を獲得するための動きも必要となっていると恩われる。

"" w 

2.イベントの集客はどうでしたか?
Ltl'';-心とチ:

.T分に袋署Eできた

. ，，，，，，，，，16袋容できた

制ぬまり聾著できZよかった

. :1:-，た〈襲撃事できなかった

「十分に集客できたj のは回答した団体の 2割程ではあったが、ほとんどの団体がある程度の集客

に成功していることがわかった。一方で、十分に集客できていない団体も少数いることがわかったo

3.協議会の支録の中で役に立ったものはどれですか?
:!'¥代つLム'

シールの髭係

協訟会w..ページでの広鰻抱カ

F臨時∞hページeの広松海力

新聞の告知記事

2(8.3%) 

114.2%) 

1(4.2%) 

叫 (58.3弘l

11 (45.8%) 

8(33.3%) 

叫{抽 3弘}

10 15 

協議会からの支援で最も役に立ったのは「支援金の支給Jとなり、次いで「チラシ・ポスターの制

作jであった。また、協議会の Webページや Facebookページでの広報協力もある程度評価されてい

た。

4.支給された支援金はどのように活用されましたか?
" wc..:.. 

広報資(チラシ等の印刷費など)
講師資(講師への謝金、交通資等)

会場f!i(備品レン女Jレ等の費用も含む)
材料費(ワ-'7ショッブ等で昨IJ作物の材料にかかる費用)
資料印刷貨(イベント時の配布資料、打ち合わせ資料等)

人件資(アルバイトの給与など)
交通貨(ス空 yフの移動にか由、る費用)

その他(ガソリ y代)
その他(保険料)

その他(線険会などの飲食代)

3(17.6%) 

3(17.6%) 

7(41.2%) 

6(35.3%) 

9152.9%) 

10 

最も選択された用途はワークショップ等の制作物にかかる「材料費Jとなり、次いで、「広報費」、

「講師費Jとなった。その他、イベントの実施に必要な様々な用途に支援金が使用されていること

がわかった。



5.イベント実施の予算で量も割合力満いものはなんですか?
訂作 r己月

広報貸(チラシ等の印刷費など)

講師資(講師への謝金、交通貨等)

会場費(備品レン'i!Jレ等の鍵用も含む)
材料費(ワークショップ等で制作物の材料にかかる費用)

資料印刷費(イベント時の配布資料、打ち合わせ資料等)

人件費(アルバイトの給与など)

交通貨(ス安ッフの移動にかかる費用)

その他(登壇者の謝金・交通貨)

-2(9.5%) 

4(19%) 

-5(23.6%) 

4{19品)

5(23.8%) 

イベントの予算で最も割合が高いものは「講師費」と「材料費Jになっており、次いで「広報費」

「会場費」となった。とれは前述の支援金の舟途とも一致している。イベントの形式にもよるが、

多くのイベントで共通の項目について費用がかかっていることがわかった。

6.イベントの準備段階や当日の運営面で課題や悩みがあれば教えてください。

・大人数が集まるイベントなので、実行委員のメンバーで役割分担をしているが、その中での情報共有が

うまくいかなく、出l苫者に正しい情報が伝わらないこともあった。

- 卒、う少しイベン卜の周知をしたいが、まだ足りない。

2主 離島での開催の為、今回のように船が欠航になった場合の対策方法や、運営に関してもサンゴの日で泊

主毘盤L主主ごという意見と、週末でなくては集客できないなどの4島での考え方の違いなどが今後の開

催に対しての課題です。

・集客に苦しんでいます。

・講師や参加者の方々が、皆協力的だったので特別に感じたことはありませんでした。

・新聞での告知記事に手が回りませんでしたが、来年以降は是非活用したいと恩います。協議会の方でも

何かアナウンスがあったのでしょうか、残念ながら気づきませんでした。博物館での開催については、

実習室を利用できるように早い段階で計画しようと思います。

・今回は初めて小学生~大学生を中心に話者・参加者の募集を行ったので、大人向けと勝手が違ってとま

どったロ

・蝋売石摺出身の方の参加がなかなか無いのが悩みです。

・今回は悪天候で野外活動ができず、参加者が非常に少なかった。こうした場合に代替日が設けられない。

・野外活動だったので当日の天候が心配だった。

・イベント当日の人の誘導が課題であった。

、. 天候によっての実施か延期かの判断が難しかったです。

イベントの広報だけでなく、イベントの運営(特に実施日、天候による催行の判断)についても課

題に感じている団体がいることがわかった。広報については集客数だけでなく、集客の対象に関す

る課題もみられた。

7.その他、協議会への要望やご意見があればご記入ください。

・今後も支援令等の支援をいただける kありがたいです。アパサンゴが使えるとよいです。

・離島の参加団体が少ない印象なので、離島へももう少し PRするとよいのではないかと思いました。

・前 2回は、他団体の助成金を受けたが、実施時期からなかなか適当な助成金がなく、今回は見送った。

その中で、支援金をいただけ、助かりました。その他にも、いろいろご助力くださり、ありがとうござ

いました。

- サコッシュは私どものイベントでは特に利用する機会がありませんでした。もう少し薄い、手提げ袋の

ような物であれば汎用性が高いように思います。

・支援金有難うございます。バッグも好評でした。

・支援金やポスター・チラシが有難かったです。

・サンゴ礁ウィークそのものの広報がもっと行われると良いと思う。

・今後ともご支援を宜しくお願いします。

・カバンをいただきましたが使いみちもなく、もったいないと思いました

. 離島イベントの充実

・このような機会を提供いただき、感謝しております。

支援金の提供やチラシ・ポスター等の広報支援がイベント実施団体にとっと重要な支援となってい

ることがわかった。また、参加団体に配布したサコツシュについては、イベント内容によって活用

いただいた団体と、活用する機会のない団体があった。離島でイベントを実施した団体より、離島

でのイベント開催の充実についての言及がみられた。



O今後の展望

く総括〉

第5回目となるサンゴ礁ウィーク 2018では、前回から参加団体数、イベン卜数がともに減少した。2018

年は国際サンゴ礁年となっており、サンゴ礁ウィークと同様に笠録イベントを募集していたため、競合

した可能性がある。しかし、前回と比較しで飲食庖など一般事業者からのイベント登録が増加傾向にあ

り、環境教育、サンゴ保全、研究者などに加えて参加者の所属やパックグラウンドが多様化したように

感じられた。これはサンゴ礁ウィーク 2018実行委員による働きかけによるものである。これまでの広く

登録団体を募集する方法に加えて、個別に参加を働きかけてイベント実施のサポートを行うことでさら

なる広がりを実現できると考えられる。

課題となっているサンゴ礁ウィーク全体の認知度向上については、国際サンゴ礁年に限らず、イベント

全体を協働して実施できる他団体との連携が必要と考えられる。また、協議会主催の企画をオープニン

グイベントとして開催し、イベント紹介の時間を設けて参加団体の出席を促すことで、協議会と参加団

体が共にサンゴ礁ウィークの趣旨を広く呼びかけることができるとよい。

当協議会の活動を含めてサンゴ礁ウィークの取り組みをより広く周知していくことで、当初より目標

としている自発的なイベントの実施によって成り立つサンゴ‘礁保全推進週間としての確立を引き続き目

指していく o

トa
U官

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会

〒900・8570 沖縄県那覇市泉崎 1・2・2 行政棟 4階

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会事務局

(沖縄県環境部自然保護課内)

電話番号:098-866司2243

メール:coralree飽okikanka皿 .jp



丸の内キッヌ:ジャンボリ-2018
出展者を募集します!

2007年より当社の主催事業として実施している夏休みの子どもと家族の為のイベント

「丸の内キッズジャンボリー」を 2018年も開催します。

本イベントは、子どもたちに未来の夢を育む感動・発見・驚きを届けることを目的に、毎

年多くの企業・団体の皆様から、それに相応しいコンテンツを出展という形でご提供いただ

いております。

昨年の来場者数は3日間で 11万人以上、過去 11回の累計延べ来場者数は 120万人を超

えるなど、今や東京における夏休みの子どもと家族の為のビッグイベントとして定着して

います。また来場者からの満足度 (90%)に加え、ご出展いただいた企業・団体の皆様から

も大変高い評価を頂いております。

2018年は、間近に迫る東京 2020大会に向けて、時節に相応しいプログラムを充実させる

ことで、この丸の内キッズジャンボリーからも機運の醸成を図るとともに、多くの企業・団

体の皆様にご提供頂く多彩なフ。ログラム展開により、子供達へたくさんの感動・発見・驚き

を届けて参ります。

是非、皆様のPRの機会としてもご活用いただきたく、ご協力の程宜しくお願い申し上げ

ます。

【開催日程】 2018年 8月 14日(火)"'16日(木)

【出展募集会場】東京国際フォーラム

ホーJ"E、ホー)"B5、ガラス棟会議室、地上広場など.

出展のお申込み、その他のご、相談につきましては、下記担当にお問合せください。

(お問合せ)

株式会社東京国際フォーラム 事業推進部担当:熊津、升田

電話:03-5221-9043 (平日 9:00"-'17:30) 
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i ・はじめにφ

丸の内キッズジャンボリー 2017
Kids Jamboree in Marunouchi 
2017年 8月15(火)・ 16(水)・ 17(木)

出展のご案内

東京国際フォーラムでは、社会貢献の一環として"子どもたちに未来の夢を育む感動・発見・驚きを届けたい"という

コンセプトの事業 f丸の内キッズフエスタ」を2007年から毎年開催しています。 2012年には事業の拡大化を目指して

「丸の内キッズジャンボリーJに名称、を変更し、次回2017年は11回目となります。

O 

昨年の来場者数は3日間で11万人以上、過去10回の累計延べ来場者数1;1:109万人を超えミるなど、

今や東京におけ否夏休みの子どもと家族の為のビッグイペントとして定着しています。

また来場者からの満足度 {95%)に加え、ご出展いただいた企業・団体からも大変高い評価をいただいております。.

O 

2017年は東京国際フォーラム開館20周年の年であり、それを記念したこれまで以上に多彩で充実した

自主コンテンツや祝祭感あふれる展開を計画しています。

O 

丸の内キッス.ジャンボリーは東京国際フォーラムがご出展者の皆様ととちに創り上げるイベントです。

是非ごの機会に、皆様のコシデンツや企画を子どちたぢやご家族!と印象付け否場としてご活用いただきたく、

2017年の本イペントへのご出展をご検討賜りますようお願い申し上げます.

f 



l ・開催概要@

催事名称、

開催日程

主催

:丸の内キッズラャシボリー2017

: 2017年8月15日(火)・ 16日(水)・ 17日(木)

:株式会社東京国際フォーラム

共催 :読売新聞東京本社

特別協力 :読売KODOMO新聞

事務局・制作協力:株式会社ウインズ・インターナショナル

対象 :幼児・小学生・中学生及び保護者

入場料

入場方法

来場者数見込

:無料 ※ただし、ブロク、ラムによっては材料費等の実費を申し受ける場合あり。

:自由 ※ただし、一部プログラムへの参加は事前申込または当日整理券が必要。

:約12万人

《過去の開催データ》

2016年 2015年ぷ 2014年 2013年 2012年 2011年 2010年 2009年 2008年 2007年

総来場者数 112，095 94，605 125，149 130，574 140，311 110，604 109，545 109，719 .70，830 90，703 
出展等の

116 ー79 121 113 81 102 107 84 67 46 
重喜加団体・企業数

企画アイテム数 139 101 152 130 128 108 133 107 92 104 

諸2015年は展示ホール(現:ホールE)等が使えないため縮小阿倍

2 

l・企画全体構成@
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-・・・・・・・j'Jj司同E主主F¥，.駐車・・・・・・・

-Z司沼町密着:ai.ül~喜連陸軍言書置

東京国際フォーラム什lF)によるオリラナル・プログラム.
"学校では学べないごとが学べ吾、どこにもない学校句t登場!
本物との出会いやっシダーな体験が待コています.

企業や団体による多彩怠セミナーやワーヲシヨVプが勢ぞろい.
すごい! 不思議t?して!?できた II
科学や芸術、仕寧体験、創作学習など元気な好奇心を刺激し、
未来への夢を育む、新発見、驚き、感動の体験ゾー〉です.

キ"/~ザ-bコ戸ナー

-・・・・・E明石覗望日副Z=I告書-

キマ~~ウ〉 キマ完又手-5Z
-・・・・・・・・・・・.，担割司Ilsョ・・・・・・・・・・・・ -・・・・・・・・措置E重富司J.c盟国・・・・・・

東京消防庁の防災体験や、維でも気軽に楽しめる、東京国
際フォーラム (TIF)の自主コシテシツ、個性あJ.tl否料理の
ケータリシグ力ーが大集合.

ステ-:;でl誠Eやかで楽しいライブを毎日展開.

-田町広遭首長沼都日(~蚕彊嬰J!.ヨE

キマ~スポーマ/キマ完遊園地
わ〈わ〈・2;""又

-・・・・・・・・・・h司::::rJ咽ヨ・・・・・・・・・・・
-・・・・・・・H置::::rJ'1:1ffioCE:I盲目JCI__  _ 

体力測定や新体験のスポーツチャレ〉ジコーナー、一日
遊べる遊園地、軽食と休惣コーナーt/.e.を展開.

企業や団体がとっておきの情報やコ〉テシ'yを発信 l
子どもも大人も楽しみながら学んだ助事験できるブースが
勢ぞろいします.

を8
3 



i ・出展料金表@

対象施殴
プログラム

E皇陵名 菌積 控室
内容 出展科(税別) 備考

3mx3mを1小聞とするブース出展 1小間あたり 500，000円/1会期

ボールE 5，000m 共用 50-60/J、問想定

わくわくブース 4mx3mを1小聞とするブース出展 1小間あたり 800，000円/1会期

ロピーギャラリー(1) 280m 共用 スペース出展
1mあたり 10，000円/1会期

※オープンスペース
※原RIJ50m以上

ホール05 280m 専用(2室} ワーヲショップ‘展示等 1室あたり 500.000円/18 3室

ホール07 3401Ti 専用(4~) ワークショップ、展示等 1室あたり 600，000門/1目 3室

200m 無し ワーウショップ、展示等 1室あたり 500，000円/1会期 1室

ガラス棟会強室(大)

ワンダーヲラブ 144m 専用(1室) ワークショップ、展示等 1室あたり 500，000円/1会期 4室

ガラス練会様室(中) 80-87m 共用 ワークショップ‘展示等 1室あたり 300，000円/1会期 3室

ガラス練会館塞(小) 57-61m 共用 ワークショッブ、展示等 1室あたり 250，000円/1会期 B室

ガラス様ラウンジ 224m 無し ワ-')ショップ、展示等 350，000門/1会期
1スペース
※オーブンスペース

地上広場エリア自 180m 共用 参加体験型コンテンツ.展示等 600，000円/1会期 1エリア

キッズ者ウン

地上広場エリアD 160m 共用 参加体験型コンテンツ、展示等 600，000円/1会期 1エリア

※上記料金にはテーブル、栂子等の基本備品が含まれ否ちのちあります. (詳細別紙)

※「わくわくブースJのブース出展には基礎小間(パネル函い)を含みます. (詳細別紙)

※プログラムコンテンツ制作に係る箆用は出展者様にてご負担ください.

※本表以外のご希望についてちご栂談を承ります@お気軽にお問い合わぜください.
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iホールE会場概要

-・・E璽--璽圃・・ わくわくτー又
.胃曙曹曹盟理軍曹司

-家族が共に楽しみなが呂学!f情報を得呂れる多h日体感型ブース・スペースを展開.団体・企業にご出展いただきます. 
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-ホールEへ(;1:、
無料で入場しtただけます.

出入ロ

-ホール Eコシテ:;'~(i:(草、
自由に参加・ご見学いただけます.

キ.y~又ポーマ/キマ完遊極地
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-体力測定や新体験のスポ-'Yチャレ;"3iコーナー、一目遊べる遊園地を展開.

陀11[子ミ|
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1・ホ-Jl.-Erわ似ブースJ快ス出展)+

1mIIレIゎω ースm日出馬11
〈基本小間仕様〉
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lロビーギャラリー会場概要

-iiliD I!!彊

〈来場者参加方法〉

+ロビーギャラリーへは、
無料で入場いただけます.

・ロビーギャラリーコンテシツ!こは、
自由f<:参加・ご完学いただげます.
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〈畠本小閑〉

・システムパネル 1セット
(Aヲイプ:閉口3m*奥行3m*蕗さ2.4m/ Bヲイプ:間口4m*奥行3m*高さ2，4m)

・展示机(1800x600)1台、イス2脚
(その他の備品リースはご栢談に応じます.但し別料金となります.) 

・社名手反1セ型ト(社名、基本指定サイズ、スミ文字・角ゴラvク出力)

・コ〉セシトlま100V15A平行口1ヶ(2口)
※基本装飾備品に禽むのは社名板1セ、Jトとしますが、複数小閣をご利用の場合はご羽談に応じますa

※内側の表示に規制はありまぜんが、外壁へは上記の社名板以外の装飾は出来ません.
※角小聞もじくは隣援する出展蓄の許可がある場合は、小聞の袖J\ネJ~を取り外すとと力T可能です.
※パラペザトを支える支柱は原則として取り外ぜまぜんが、複数小間をご利用の場合はご耳目談に応じます.

※造作物の高さは、 2.4mまで、展示・装飾物(JOl-ーシ等)の高創立、 5mまでとします.

くその他〉

・控室として、ホール E 自1rの「セミナー室Jを共用でご利用~ただけます.
-ホール E 内にス卜.~クスペースを用惑いたします.(1社、 1 スペース: 3mx1.5m程度の地渡し)
・出展小聞の位置は、会場設備や配置等を考慮し、主催者が決定いたします.

-開催中は、ス?I'Jフが常駐していただき、来場者への対応、展示物の管理等!こあたってください.

く股営撤去を倉むご事j用可館時間〉

，8/14股嘗 ;く10:00~18:00 > 
・ 8/15 く08:00~18:00 > 
・ 8/16 く09:00~18:00> 
・ 8/17 く09:00~21:00 > 

6 
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置胃覇軍事現璽曹聖冨

-家族が共に楽しみながS学び情報を得られるスペースを震閥、団体・企業にご出展いただきます..品 J 聞 1・一一・-¥ ーコLIiと--司.
&与が~矧.
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キマ完又手ージ
4・ステー~では賑やかで楽しいライブを毎日展開.



i ・ロビーギャラリー「わくわくブースJ(スペース渡し〉 φ

|ロビーギャラリー fわ似ブース」山一ス渡し) [ 出展料
1m'あたり

※50rn以上
￥10，000 (消費税別)

〈筆本小畑仕織〉

※上記のスペース配置、及びni数はイメージです。

iホール05会場概要

E冨EII盟理理-置

題

園町稽m事誕il:'遺:liln霊這l:.l車.ii:~・

ワシhJ-1J弓・2

-企業・団体制寺つワーヲショップやセミナー等の子どもと
家族の為のコ〉テシツをご出展し1ただきます，

・科学や芸術、お仕事体験や創作体験等、子どもたちの
世界を広げる、新発見、驚き、感動の体験ゾーシとします.

・1会場につき、 1日1図体の出震を募集します.

くスペース・渡し〉

・自主土で独自の設営を行っていただきます.

・m気は幹線工事までを主催者側で負担レます.
(2次側工事もご依車買いただりれば主催者担~で施工可能です.但し別料金となります.) 

※壁面造作の際I誌、出展状況に応じた壁面位置の調整等が必要な為、主催者との協議が必要です.

※造作物の寓さは2.4mまで、展示・装飾物の寓さは5mまでとじます.

〈その他〉

・ 1主主として、ホーJ~E l!1Jのfセミナー室」を共用でご寺IJ用いただけます.
・出展スペースの位置は、会場設備やステー:;配置、出展rrl数等を考慮し、主催者力t決定いたします.

・開催中は、ス1'Yフb(常駐していただき、来場者への対応、展示物の管理等にあたってください.

・施工後やキッズヲャンボリーの開催時間以外は周囲をペJ~トJ(ーテシヨシで函うのみで、醤備などは常駐
しません.

-ステージや他の出展者との音の干渉・制限があります.

〈段蛍徹去を含むご事l用可能時間〉

'8/14設営 13:00~18:00 
・8/15 08:00~18:00 

・8/16 09:00~18:00 

・8/17 09:00~21:00 

※大きな琶の出るような施工作業等、作業内容によっては、
上記以外の時間帯事を指定する場合があります。

-・E置里町曹理事理5.iiIIヨE認・・・

-n国司思冒軍費胃司・
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